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Tome 2

地
域
の
発
展
・
文
化
の
向
上
に
貢
献

平
成
　
年
度
の
市
政
功
労
者
表
彰
、
県
文
化
の
日
表
彰
な
ど
を
受
け
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

２１

■
地
方
自
治
の
確
立
に
寄
与

纂
田
　
口
　
政
　
信
（
南
方
）

纂
及
　
川
　
昌
　
   （
南
方
）

■
地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与

纂
千
　
　
　
佐
　
孝
（
南
方
）

■
民
生
の
安
定
に
寄
与

纂
鈴
　
木
　
和
　
夫
（
登
米
）

■
地
域
の
発
展
に
寄
与

纂
遊
　
佐
　
壽
　
郎
（

迫
  ）

纂
鈴
　
木
　
卯
　
一
（
米
山
）

纂
渡
　
邉
　
　
　
功
（
豊
里
）

纂
熊
　
谷
　
忠
　
介
（
石
越
）

■
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与

纂
及
　
川
　
康
　
子
（

迫

）

纂
佐
　
藤
　
ま
き
子
（
東
和
）

纂
菊
　
地
　
　
　
子
（

迫

）

纂
及
　
川
　
恒
　
子
（
東
和
）

纂
佐
　
　
　
智
　
賀
（
東
和
）

纂
金
　
野
　
和
　
子
（
東
和
）

■
健
康
生
活
の
確
立
に
寄
与

纂
髙
　
橋
　
洋
　
子
（
東
和
）

纂
佐
　
藤
　
捷
　
子
（

迫

）

纂
遠
　
藤
　
公
　
子
（
東
和
）

纂
髙
　
橋
　
隆
　
子
（

迫

）

纂
岩
　
渕
　
け
い
子
（
東
和
）

纂
相
　
澤
　
澄
　
子
（

迫

）

纂
三
　
浦
　
ま
き
子
（
東
和
）

纂
佐
々
木
　
佑
　
子
（

迫

）

纂
鈴
　
木
　
光
　
子
（

迫

）

纂
尾
　
形
　
い
ね
子
（

迫

）

纂
佐
々
木
　
佐
智
子
（

迫

）

纂
浅
　
野
　
祐
　
子
（

迫

）

纂
佐
　
藤
　
洋
　
子
（

迫

）

【
開
催
日
】
　
　
月
３
日
（
祝
）

１１

【
会
場
】
　
登
米
祝
祭
劇
場
　

地
方
自
治
功
労

産
業
功
労

保
健
衛
生
功
労

教
育
文
化
功
労

市
表
彰
条
例
に

　
　
　
　
よ
る
表
彰

■
地
域
社
会
の
安
全
に
寄
与

纂
阿
　
部
　
　
　
広
（
津
山
）

纂
伊
　
藤
　
秀
　
明
（
中
田
）

纂
大
　
星
　
克
　
　
（
豊
里
）

纂
伊
　
藤
　
　
　
寛
（
南
方
）

纂
源
　
間
　
　
　
豊
（
登
米
）

纂
齋
　
藤
　
祐
　
二
（

迫

）

纂
佐
々
木
　
信
　
二
（
津
山
）

纂
小
野
寺
　
　
　
稔
（
中
田
）

纂
永
　
井
　
昭
　
彦
（
津
山
）

纂
及
　
川
　
　
　
治
（
豊
里
）

纂
武
　
田
　
　
　
拓
（
南
方
）

纂
藤
　
原
　
吉
　
美
（

迫

）

纂
及
　
川
　
　
　
誠
（
中
田
）

纂
山
　
内
　
明
　
博
（
中
田
）

纂
田
　
村
　
　
　
勇
（
豊
里
）

纂
山
　
本
　
信
　
好
（
石
越
）

纂
佐
々
木
　
秀
　
勝
（
登
米
）

纂
千
　
葉
　
美
　
芳
（
石
越
）

纂
後
　
藤
　
正
　
昭
（
米
山
）

纂
田
　
口
　
敏
　
彦
（
米
山
）

■
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与

纂
髙
　
橋
　
信
　
子
（

迫

）

纂
ゆ
り
っ
こ
の
会
   （
豊
里
）

■
児
童
福
祉
の
向
上
に
寄
与

纂
鈴
　
木
　
智
栄
子
（
南
方
）

纂
長
　
谷
　
浩
　
子
（
米
山
）

■
母
子
福
祉
の
向
上
に
寄
与

纂
菊
　
地
　
吉
　
子
（
津
山
）

社
会
福
祉
功
労

消
防
防
災
功
労

■
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
寄
与

纂
森
　
田
　
峯
　
男
（
中
田
）

■
老
人
福
祉
の
向
上
に
寄
与

纂
阿
　
部
　
典
　
雄
（
津
山
）

■
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与

纂
小
　
林
　
征
　
輝
（

迫

）

纂
佐
々
木
　
章
　
一
（
豊
里
）

纂
石
　
川
　
　
　
滉
（

迫

）

纂
伊
　
澤
　
　
　
晃
（
豊
里
）

纂
名
　
生
　
次
　
男
（

迫

）

纂
　
　
井
　
　
　
勇
（
豊
里
）　

纂
佐
々
木
　
　
　
巖
（
東
和
）

纂
山
　
田
　
　
　
泉
（

迫

）

纂
菊
　
地
　
勝
　
男
（
中
田
）

纂
熊
　
谷
　
誠
　
一
（
米
山
）

纂
亀
　
井
　
利
　
光
（
津
山
）

纂
鈴
　
木
　
俊
　
昭
（
登
米
）

纂
星
　
　
　
紘
　
毅
（
南
方
）

纂
芳
　
賀
　
幸
　
夫
（
東
和
）

纂
南
方
町
水
稲
部
会
（
南
方
）

■
農
家
の
経
営
安
定
に
寄
与

纂
佐
　
藤
　
裕
　
之
（
東
和
）

■
地
域
商
工
業
の
振
興
に
寄
与

纂
岩
　
渕
　
吉
　
郎
（
中
田
）

纂
鈴
　
木
　
一
　
郎
（
南
方
）

纂
熊
　
谷
　
貞
　
雄
（
中
田
）

纂
熊
　
谷
　
　
　
毅
（
中
田
）

纂
飯
　
塚
　
哲
　
朗
（
東
和
）

■
市
有
林
野
の
適
切
な
経
営
保
護

管
理
に
寄
与

纂
小
野
寺
　
義
　
之
（
東
和
）

纂
阿
　
部
　
富
　
夫
（
東
和
）

纂
小
野
寺
　
兵
　
衞
（
東
和
）

■
地
域
産
業
の
振
興
に
寄
与

纂
有
限
会
社
伊
豆
沼
農
産
 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
 （

迫

） 

■
学
校
保
健
の
向
上
に
寄
与

纂
加
　
藤
　
五
十
六
（
栗
原
市
）

纂
松
　
尾
　
雅
　
敦
（

迫

）

纂
笠
　
間
　
八
十
公
（
栗
原
市
）

■
地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与

纂
大
　
畑
　
文
　
一
（

迫

）

纂
遠
　
藤
　
早
　
苗
（
豊
里
）

纂
小
野
寺
　
俊
　
彦
（
中
田
）

纂
木
　
村
　
三
　
重
（

迫

）

纂
東
　
　
　
敬
　
三
（

迫

）

纂
佐
々
木
　
八
　
郎
（
豊
里
）

納
税
功
労

■
納
税
思
想
の
普
及
啓
発
に
寄
与

纂
三
　
浦
　
澄
　
勝
（
東
和
）

纂
佐
　
藤
　
と
り
の
（

迫

）

纂
遠
　
藤
　
典
　
子
（

迫

）

3 Nov.2009

纂
佐
　
藤
　
栄
　
喜
（
南
方
）

纂
高
　
橋
　
三
　
郎
（
登
米
）

纂
佐
　
藤
　
勝
　
　
（
登
米
）

纂
千
　
葉
　
幸
　
子
（
豊
里
）

纂
佐
　
藤
　
勝
　
彦
（

迫

）

纂
遠
　
藤
　
由
　
美
（
南
方
）

纂
小
野
寺
　
敏
　
江
（
南
方
）

纂
渡
　
邊
　
克
　
昭
（
南
方
）

防
犯
交
通
安
全
功
労

纂
小
　
林
　
繁
　
雄
（

迫

）

纂
氏
　
家
　
敏
　
光
（
南
方
）

纂
熊
　
谷
　
一
　
也
（
中
田
）

纂
藤
　
原
　
栄
次
郎
（
登
米
）

纂
大
　
槻
　
政
　
男
（
米
山
）

纂
春
　
日
　
正
　
宏
（
東
和
）

纂
日
　
野
　
昭
　
治
（
中
田
）

纂
三
　
浦
　
源
　
一
（

迫

）

纂
及
　
川
　
志
壽
雄
（
東
和
）

纂
小
野
寺
　
秀
　
直
（
東
和
）

纂
千
　
葉
　
　
　
誠
（
中
田
）

纂
伊
　
藤
　
利
　
喜
（

迫

）

纂
新
　
田
　
　
　
功
（

迫

）

纂
佐
　
藤
　
文
　
夫
（
中
田
）

纂
永
　
浦
　
正
　
市
（
南
方
）

纂
佐
々
木
　
寿
　
一
（
豊
里
）

纂
山
　
内
　
　
　
功
（
中
田
）

纂
橘
　
　
　
正
　
二
（
中
田
）

纂
佐
　
藤
　
長
　
幸
（

迫

）

纂
佐
々
木
　
英
　
朗
（
津
山
）

纂
佐
　
藤
　
英
　
敏
（
豊
里
）

纂
亀
　
井
　
俊
　
司
（
津
山
）

纂
菅
　
原
　
公
　
   （
米
山
）

纂
阿
　
部
　
政
　
幸
（
津
山
）

纂
佐
　
藤
　
昌
　
幸
（
中
田
）

纂
髙
　
橋
　
三
　
博
（
米
山
）

纂
坂
　
東
　
　
　
勤
（
米
山
）

纂
佐
々
木
　
浩
　
文
（
豊
里
）

纂
鈴
　
木
　
勇
　
幸
（

迫

）

纂
佐
　
藤
　
光
　
春
（
豊
里
）

纂
岩
　
渕
　
幸
　
弘
（
東
和
）

纂
佐
　
藤
　
善
　
信
（
津
山
）

纂
大
　
泉
　
辰
　
昭
（
登
米
）

纂
髙
　
橋
　
國
　
雄
（
津
山
）

纂
高
　
橋
　
　
　
徹
（
南
方
）

纂
藤
　
原
　
正
　
義
（

迫

）

纂
佐
　
藤
　
哲
　
也
（
中
田
）

纂
只
　
野
　
徳
　
一
（
南
方
）

纂
横
　
井
　
雅
　
彦
（
石
越
）

纂
佐
　
藤
　
　
　
昇
（
中
田
）

纂
伊
　
東
　
利
　
文
（
津
山
）

纂
及
　
川
　
衛
　
治
（
津
山
）

纂
千
　
葉
　
一
　
也
（
南
方
）

纂
佐
　
竹
　
修
　
身
（
米
山
）

纂
三
　
浦
　
和
　
浩
（
豊
里
）

纂
及
　
川
　
壽
　
光
（
津
山
）

纂
鎌
　
田
　
　
　
洋
（

迫

）

纂
及
　
川
　
祥
　
司
（
中
田
）

纂
西
　
條
　
明
　
広
（
津
山
）

纂
星
　
　
　
隆
　
博
（

迫

）

纂
千
　
葉
　
貴
　
光
（
中
田
）

地
域
活
動
功
労

■
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

纂
梅
　
川
　
利
　
一
（
登
米
）

■
地
域
の
環
境
美
化
に
寄
与

纂
髙
　
橋
　
清
　
男
（
石
越
）

善
行
功
労

県
文
化
の
日
表
彰

【
開
催
日
】
　
　
月
２
日
（
月
）

１１

【
会
場
】
　
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
　

地
方
自
治
功
労

産
業
功
労

■
地
域
商
工
業
の
振
興
・
発
展
に

寄
与

纂
菅
　
原
　
幸
　
盛
（
津
山
）

■
資
源
再
生
業
界
の
振
興
・
発
展

に
寄
与

纂
髙
　
田
　
光
　
雄
（

迫

）

■
土
地
改
良
事
業
の
振
興
に
寄
与

纂
上
　
野
　
智
　
通
（

迫

）

■
県
民
福
祉
の
向
上
・
民
生
の
安

定
に
寄
与

纂
髙
　
橋
　
信
　
孝
（
東
和
）

纂
大
　
澤
　
大
　
志
（

迫

）

纂
三
　
浦
　
滿
　
子
（
津
山
）

纂
小
　
林
　
秀
一
郎
（
米
山
）

纂
千
　
葉
　
幹
　
雄
（

迫

）

纂
及
　
川
　
安
　
子
（
中
田
）

纂
遠
　
藤
　
妙
　
子
（
中
田
）

民
生
安
定
功
労

消
防
防
災
功
労

■
地
域
社
会
の
安
全
に
寄
与

纂
佐
　
藤
　
芳
　
之
（
中
田
）

交
通
安
全
功
労

■
地
域
の
交
通
安
全
に
寄
与

纂
佐
　
藤
　
た
み
子
（
米
山
）

県
教
育
功
績
者
表
彰

【
開
催
日
】
　
　
月
　
日
（
金
）

１０

３０

【
会
場
】
　
宮
城
県
庁
　

■
文
化
振
興
に
寄
与

纂
及
　
川
　
光
　
男
（
東
和
）

芸
術
文
化
功
労

精
神
保
健
福
祉

　
　
功
労
者
表
彰

【
開
催
日
】
　
　
月
　
日
（
水
）

１０

１４

【
会
場
】
　

　
仙
台
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

■
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
小

規
模
作
業
所
）
の
支
援
に
寄
与

纂
清
　
水
　
ふ
さ
子
（
米
山
）

県
精
神
保
健
福
祉
協
会
長
表
彰

■
地
域
の
治
安
維
持
に
寄
与

纂
星
　
　
　
正
　
昭
（

迫

）

纂
　
　
　
　
精
　
一
（

迫

）

纂
田
　
村
　
誠
　
喜
（

迫

）

纂
菅
　
原
　
　
　
拓
（

迫

）

纂
尾
　
形
　
新
　
一
（

迫

）

纂
佐
　
藤
　
金
　
治
（

迫

）

纂
小
野
寺
　
勝
　
行
（

迫

）

纂
佐
　
藤
　
勝
　
芳
（

迫

）

纂
遠
　
藤
　
き
よ
し
（

迫

）

纂
佐
　
竹
　
宏
　
之
（

迫

）

纂
千
　
葉
　
　
　
啓
（

迫

）

■
地
域
の
交
通
安
全
に
寄
与

纂
首
　
藤
　
弘
　
二
（
登
米
）

纂
佐
々
木
　
　
　
彰
（
豊
里
）

纂
菅
　
原
　
光
　
男
（
登
米
）

■
地
方
自
治
の
確
立
に
寄
与

纂
鈴
　
木
　
貞
　
一
（

迫

）

纂
髙
　
橋
　
市
　
治
（
中
田
）

纂
遠
　
藤
　
悌
　
彦
（
津
山
）

社
会
教
育
功
労

■
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与

纂
鈴
　
木
　
洋
　
子
（

迫

）

■
学
校
保
健
の
向
上
に
寄
与

纂
佐
　
藤
　
良
　
友
（
石
越
）

学
校
保
健
功
労

纂
大
　
場
　
文
　
雄
（

迫

）

纂
山
　
田
　
正
　
男
（
登
米
）



Tome 4

■
地
区
衛
生
組
織
活
動
・
住
民
の

健
康
管
理
の
推
進
に
寄
与

纂
二
ツ
木
区
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
   （
中
田
）

纂
大
柳
区
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
   （
中
田
）

纂
米
川
１
区
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
   （
東
和
）

纂
新
小
路
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
   （
東
和
）

纂
菊
　
地
　
隆
　
雄
（
登
米
）

纂
武
　
川
　
浩
　
士
（

迫

）

県
公
衛
連
会
長
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   （
津
山
）

纂
佐
々
木
　
　
　
典
（
南
方
）

料理名出店者名市町村名№

山梨のほうとう㈱はくばく南巨摩郡増穂町（山梨県）１

マミーすいとんならはすいとん研究会双葉郡楢葉町（福島県）２

ひっつみ毘沙門組合花巻市（岩手県）３

豚はっと汁＆あずきはっと大野田みどり会
仙台市

４

☆メリクリはっと☆宮城学院女子大学５

ほたてはっと泰東丸水産

南三陸町（志津川）

６

神割はっと（海鮮はっと）レストラン神割７

海賊鍋はっと南三陸志津川若草会８

はっと農家レストラン　はなやか亭美里町（南郷）９

かぼちゃ入あんこはっと、あんかけはっとほか佐沼、北方、森、新田、南方婦人会登米市（市地域婦人連絡協議会）10

イタリアンはっと佐沼中央商店会

登米市（はっとの会）

11

赤豚カレーはっと㈲伊豆沼農産12

えび天はっと長沼ふるさと物産㈱13

船橋やの鴨ばっとほかそば処　船橋や14

かにばっとレストラン　蓮房15

牛筋モロヘイヤはっと㈲若寿司16

けんちんはっと汁道の駅「林林館」森の茶屋17

油麩はっと、いとこはっとたかへい18

味噌ばっと道の駅「津山」木里口19

トック（韓国風はっと）ハングル講座教室20

油麩入り具だくさん海鮮はっと鮨信21

具だくさんはっと汁、あずきはっと田舎料理　ころも川22

牛もつはっと、あずきはっとほか平町ファーマーズ   牛もつはっと亭23

あずきはっと、特製キムチはっと農家レストラン　はっと亭24

もっこりニラはっと伊東屋25

マイタケと油麩のはっと汁マルニ食品㈱26

米粉と茄子入り汁はっとかあちゃんなすっこ会（JAみやぎ登米）27

石森風はっと石森地区商工女性部28

【
開
催
日
】
　
　
月
　
日
（
金
）

１０

２３

【
会
場
】
　

　
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
仙
台

【問い合わせ】　第6回全国はっとフェスティバル事務局

　（産業経済部商工観光課内）　緯 0220（34）2734

「「「「「「「「「「「「「「「第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６第６回回回回回回回回回回回回回回回全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国ははははははははははははははっっっっっっっっっっっっっっととととととととととととととフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェスススススススススススススステテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルル全国はっとフェスティバル」」」」」」」」」」」」」」」
～アツアツはっとで身も心も温まろう～

纂はっと出店者一覧

【日時】
【場所】中江中央公園111111111111111111111222222222222222222222月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日12 月６日（日））））））））））））））））））））））

午前１０時～午後２時 （市役所迫庁舎前）

5 Nov.2009

西丸　 大叶 くん
と き や

（中田町加賀野二・重喜さん）
工藤　 聖  矢 くん

せい や

（石越町赤谷・貞之さん）

　井　 梓 ちゃん
あずさ

（米山町新町・慶信さん）

二階堂　 珠紗 ちゃん
み す ず

（石越町第二・純さん）

菅原　 遥 ちゃん
はるか

（米山町狐崎・仁さん）

田畑　 海  羽 ちゃん
み う

（米山町清水・誠さん）

白石　 陽  太 くん
よう た

（中田町新小路・達哉さん）

丸谷　 姫  空 ちゃん
き ら

（米山町十日町・俊貴さん）

９ 月15日までの
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった
子は、市内４地区で
1７人中１１人
でした

伊藤　 暁 くん
あき

（南方町新高石・安彦さん）

千葉　 雛  嬉 ちゃん
ひな き

（南方町畑岡・大輔さん）

高橋　 佑  奈 ちゃん
ゆう な

（南方町北大畑・勉さん）

※（　）内には申し出があっ

た保護者の名前を掲載して

います。

　市では、男女共同参画社会の実現に向けて、女性の地域へ

の参加を呼び掛けています。

　女性が地域で積極的に発言し、女性の意見を取り入れた地

域づくりを進めるために、信頼される話し方のスキルアップ

やスピーチ力の向上などについて学ぶ講座を開催します。

【日時・場所】　①１２月３日（木）　午後１時３０分～４時３０分

　中田生涯学習センター学習室

　②１２月８日（火）　午後２時～４時

　宝江ふれあいセンター多目的ホール

【講師】　志伯 暁  子 さん　
あき こ

　※TBC東北放送「いまも現役大人のラジオ」 パーソナリティー、

　フリーアナウンサー、企業研修講師など

【対象】　市内在住の女性２０人　（先着順）

【申込方法】　電話　　【申込期限】　１１月３０日（月）

【その他】　平成２１年２月に開催された「話し方スキルアップ 

　講座」の受講申し込みが多数あり、受講できなかった人も

　見受けられたため、２月に受講しなかった人を優先に受け

　付けします。

【申し込み・問い合わせ】　企画部市民活動支援課　

　市民参画支援係　緯 0220（22）2173

　畜産農家（個人事業主、白色申告者）を対象とした、平成

21年分の収支決算説明会を行います。

【日時・場所・対象地区】　

　①１２月２日（水）　午後１時３０分～４時

　中田農村環境改善センター（登米・東和・中田・石越・津山）

　②１２月９日（水）　午後１時３０分～４時

　南方農村環境改善センター（迫・豊里・米山・南方）

　※説明会場の関係上、開催日ごとに対象地区を割り当てて

　いますが、都合のつく開催日の会場に来ていただいても構

　いません。

【対象者】　繁殖・肥育・酪農を経営している畜産農家（個人

　事業主・白色申告者）

　①青色申告の人、または平成21年分の申告から青色申告に

　変更する人は対象になりません。

　②すでに廃業した人でも、平成21年1月1日時点で畜産を

　営んでいた場合は、申告が必要になりますので、説明会に

　来てください。

【持参するもの】　筆記用具

【問い合わせ】　総務部税務課　市民税係　

　緯 0220（22）2163

「信頼される話し方 スキルアップ講座」
　　　　　　　　　　　　　　 受講者募集

平成21年分畜産収支決算説明会の
　　　　　　　　　　　　　開催について
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　国民健康保険には、会社などに勤めた人たちが退職によって社会保

険などの資格を喪失することによる医療費負担の増大や、これらの人

たちの医療費によって生じる国民健康保険の財政負担を避けるため、

会社などを退職して厚生年金などの各種年金を受けている６５歳未満の

国民健康保険加入者を対象に、退職者医療制度が設けられています。

　しかしながら、対象者であるにも関わらず、制度を知らなかったり、

届け出を忘れていたりするケースが多数見られます。こうした場合、

本来であれば現役時代に勤務していた被用者（健康）保険などからの

拠出金で負担すべき医療費までも、国民健康保険で負担することにな

り、国や市の負担が増えて保険税額にも影響します。市民皆さんの負

担軽減にもつながりますので、対象となった場合には忘れずに届け出

をしてください。

【問い合わせ】

　市民生活部国保年金課保険給付係　 0220（58）2166

被保険者証には○退 が表示され、退職本人

（被保険者）、退職被扶養者（被扶養者）

の区分に分けられます。

６５歳になったらどうなるの？

６５歳に達した場合、その翌月から

は一般の国民健康保険証に切り

替わります。新しい被保険証は、

有効期限が満了する前に国保年

金課から送付します。

国民健康保険に加入している人

６５歳未満の人

厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられる人で、その加入

期間が２０年以上、もしくは４０歳以降１０年以上ある人

退職被保険者本人と生活を共にし、主に退職被保険者本人の収入に

よって生計を維持している次の人です。

退職被保険者の直系尊属、配偶者と３親等以内の親族、または配

偶者の父母と子

国民健康保険に加入し、６５歳未満の人

年間の収入が１３０万円未満（６０歳以上の人や障害者の人は１８０万円

未満）

年金受給権の発生した日が退職被保険者となる日です。年金証書を

受け取ったら１４日以内に各総合支所市民福祉課窓口に届け出くださ

い。「国民健康保険退職被保険者証」が交付されます。

【届け出に必要なもの】

国民健康保険被保険者証（現在お持ちのもの）

年金証書

印鑑

医療機関で支払う自己負担額は、国民健康保険同様に３割負担（未

就学児は２割）です。また、保険税額についても国民健康保険と変

わりありません。

対象となる人

被扶養者とは

対象となる日

自己負担額と保険税額

ご
存
知
で
す
か
？

　
退
職
者
医
療
制
度

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
会
社
な
ど
を
退
職
し

て
年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
受
け
ら
れ
る
人
と
そ
の
家

族
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

安心な暮らしへ

～国保情報～

「退職者医療制度」

7 Nov.2009

子育て応援特別手当（平成２１年度版）

支給停止について

　市広報10月1日号でお知らせをしていた子
育て応援特別手当（平成21年度版）について
実施に向けて準備を進めておりましたが、こ
のたび国の制度の見直しにより、事業を実施
しないことが決定されました。
　このことから、市においても手当を支給す
ることができなくなりました。
　国では子育て応援特別手当（平成２１年度版）
の趣旨を生かしつつ、安心して子どもを育て
られる社会の構築に向けて、より充実した新
しい「子ども手当」を創設し、子育て支援策
を強力推進するため準備を進めております。
　支給対象者の皆さんには、大変ご迷惑をお
かけいたしますが、ご理解くださいますよう
お願いいたします。

【問い合わせ】　
　福祉事務所子育て支援課　児童福祉係　　
　緯 0220（58）5562

平平
成成
　
年年
版版

2222

み
や
ぎ
手
帳
予
約
受
付

み
や
ぎ
手
帳
予
約
受
付
中中

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
企
画
振
興
課

　
企
画
調
整
係
　

　
緯
0
2
2
0
（
　
）
2
1
4
7

２２

　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

　
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課

歴
史
博
物

歴
史
博
物
館館

臨
時
閉
館
の
お
知
ら

臨
時
閉
館
の
お
知
ら
せせ

　
平
成
　
年
度
の
消
毒
作
業
と
資

２１

料
整
理
作
業
の
た
め
、
臨
時
閉
館

し
ま
す
。

【
閉
館
期
間
】
　
　
月
１
日
（
火
）
～

１２

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
祝
）

２２

１１

※
臨
時
閉
館
の
間
に
緊
急
で
用
事

が
あ
る
人
は
、
必
ず
事
前
に
電
話

確
認
の
上
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　
歴
史
博
物
館

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
４
１
１

２１

【
内
容
】
　
月
間
予
定
表
と
日
記
、

　
最
新
統
計
資
料
、
仕
事
・
生
活

　
に
役
立
つ
資
料

【
価
格
】
　
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】
　

　
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
　

　
※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、
住

　
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
行
政
区
、

　
申
込
冊
数
、
受
け
取
り
場
所
を
記

　
入
の
上
、
み
や
ぎ
手
帳
予
約
希
望

　
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
　
　
月
４
日
（
金
）

１２

【
受
取
方
法
】
　
　

月
　

日
（
水
）

１２

１６

　
か
ら
企
画
部
企
画
振
興
課
（
市

　
役
所
迫
庁
舎
２
階
）
ま
た
は
各

　
総
合
支
所
地
域
生
活
課
で
代
金

　
と
交
換
で
配
布
し
ま
す
。

不在時問い合わせ問い合わせ定員設置場所児童クラブ名・申込先

0220（22）2524５０人迫児童館迫児童クラブ

0220（22）2524迫児童館0220（22）0205２０人北方公民館北方児童クラブ

0220（52）2246３０人登米児童館登米児童クラブ

0220（42）2230東和子育て支援センター

0220（42）3130２０人米谷児童活動センター米谷児童クラブ

0220（44）3207１５人錦織ふれあいセンター錦織児童クラブ

0220（45）2555１５人米川児童活動センター米川児童クラブ

0220（35）2525６０人中田児童館中田児童クラブ

0220（35）2525中田児童館

0220（34）2007３０人上沼児童活動センター上沼児童クラブ

0220（34）2646２０人石森小学校石森児童クラブ

0220（34）8802２０人宝江小学校宝江児童クラブ

0225（76）4731豊里子育て支援センター090（7070）5256４０人豊里多目的研修センター豊里児童クラブ

0220（55）2313３０人米山児童館米山児童クラブ

0220（55）2313米山児童館0220（55）2286２０人米山東小学校米山東児童クラブ

0228（34）3110２０人石越保健センター石越児童クラブ

0220（58）5558３５人南方子育てサポートセンター南方児童クラブ

0225（68）3363２０人津山林業総合センター津山児童クラブ

平成２２年度　放課後児童クラブの利用児童を募集します
【対象児童】　平成２２年４月１日現在で、昼間、保護者が

　仕事、疾病、その他の理由により、適切な保護指導を

　受けられない市内の小学校に在籍する１年生から３年

　生までの児童

【利用時間】　月曜日～金曜日は、放課後～午後６時３０分。

　土曜日と学校長期休業日などは、午前７時３０分～午後

　６時３０分。

【利用料】　無料　※おやつ代や教材費などの実費は、保

　護者会を通じ負担していただきます。

【提出書類】　

　①利用申請書②就労証明書③家族調書④申立書など

　※提出書類の用紙は各児童クラブに備え付けてありま

　す。

　※現在児童クラブに登録している児童も、改めて申し

　込みが必要です。

【申込期間】　１２月１日（火）～２２日（火）

　※月曜日から土曜日までの午前９時から午後６時まで

　（休日・祝日を除く）

【利用決定】　利用審査会で書類審査を行い、２月末日ま

　でに郵送などで通知する予定です。

　※申込者が定員を超えた場合は、利用できない場合が

　あります。

【募集児童クラブ・問い合わせ】
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 Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
０
２２０
-２２
-９
１６
４
         http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp/

▼
だ
ん
だ
ん
冬
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
寒
い
冬
に
は
「
鍋
」

が
一
番
で
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
は

ど
ん
な
鍋
が
好
き
で
す
か
？
わ

た
し
は
、
キ
ム
チ
鍋
が
大
好
き

で
す
。
▼
こ
と
し
の
冬
も
家
族

や
友
達
と
鍋
を
囲
ん
で
わ
い
わ

い
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、
お
好
み
の
鍋
を
食
べ

て
、
寒
い
冬
に
向
か
っ
て
元
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
（
宮
内
）

編
集
室
か
ら

●

●

●

●
●
●

今
月
の
表

今
月
の
表
紙紙

発
行
日
　
平
成
２
１
年
1１
月
2０
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
　
　
№
1
1２
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
１１
月
2０
日
号

休日急患当番医
　緯 0220（22）2084（医師会）

緯 0220（55）2011米 山 町市立よねやま病院12/6

産診療時間　９：００～１７：００
産休日・夜間診療案内　  緯 0229（24）2267（24時間）

歯科休日当番医

緯 0220（55）2011米 山 町市立よねやま病院12/6

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課  健康推進係　 緯 0220（58）2116 

モバイルとめ

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

　登米市メール配信サービス登録

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）

大切な“いのち”を守るため
　  献血にご協力ください

全血

10：00～12：00ロッ クシ テ ィ佐 沼
ショッピングセンター
※骨髄バンクの登録も受け付けします

1２/５ 臥

13：00～16：30

　【問い合わせ】

　　市民生活部健康推進課　健康推進係

　　緯 0220（58）2116

　
※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

　
校
名
・
学
年
を
記
入
の
上
、
太

　
鼓
教
室
参
加
希
望
と
明
記
し
て

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

２７

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
　

　
米
山
丸
山
太
鼓

　（
事
務
局
＝
 久
  保
 ）

く
 

ぼ

　
緯
0
９
0
（
５
８
４
８
）
９
２

　
４
１

　
胃
０
２
２
０
（
　
）
２
１
５
２

５５

　
月月
のの

1122歯
科
健
康
相
談

歯
科
健
康
相
談
日日

　
歯
科
健
康
相
談
と
妊
婦
歯
科
相

談
を
行
い
ま
す
。（
予
約
制
）

【
日
時
】
　
　
月
７
日
（
月
）

１２

　
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

【
場
所
】
　
市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

　
相
談
室

【
持
ち
物
】
　
妊
婦
歯
科
相
談
は
母

　
子
健
康
手
帳

【
そ
の
他
】　
相
談
は
無
料
で
す
。

　
こ
の
日
以
外
で
も
、
電
話
予
約

　
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
相
談
に

　
応
じ
ま
す
。

【
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

　
地
域
保
健
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
６

５８

　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
る
宮
城
県
最
低

賃
金
（
現
行
６
５
３
円
）
は
、
次

の
金
額
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
時
間
額
】
　
６
６
２
円

【
効
力
発
生
年
月
日
】

　
平
成
　
年
　
月
　
日

２１

１０

２４

【
問
い
合
わ
せ
】

　
宮
城
労
働
局
労
働
基
準
部

　
賃
金
室

　
緯
０
２
２
（
２
９
９
）
８
８
４
１

　
ま
た
は
各
労
働
基
準
監
督
署

宮
城
県
最
低
賃
金
に
つ
い
て

「
米
山
丸
山
太
鼓
」

太
鼓
教
室
受
講
生
募
集

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
土
）・
　
月

１１

２８

１２

　
２
日
（
水
）
・
５
日
（
土
）
・
９

　
日
（
水
）
・
　
日
（
土
）
・
　
日

１２

１６

　（
水
）
全
６
回
開
催

　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

　
※
　
月
　
日
（
日
）
に
発
表
会

１２

２０

　
を
し
ま
す
。

【
場
所
】
　
中
津
山
公
民
館（
米
山
）

【
対
象
者
】　
小
学
校
３
年
生
以
上

【
受
講
料
】
　
１
５
０
０
円
　

【
募
集
人
数
】　
　
人
程
度

３０

【
申
込
方
法
】
　

　
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
。

　毎年１２月４日から１０日までは「人権週間」

に定められています。　登米人権擁護委員協

議会でも市内３カ所に「人権相談所」を設け、

仙台法務局登米支局職員と人権擁護委員が人

権問題で悩んでいる人の相談に応じます。電

話での相談も受け付けますので、お気軽にご

相談ください。相談料は無料です。秘密は厳

守されます。

【日時】　１２月７日（月）※３会場共通

　午前１０時～午後３時

【場所】　①中田農村環境改善センター

　（中田町上沼字西桜場１８番地）

　緯 0220（34）2080

　②南方公民館（南方町八の森４０番地１）

　緯 0220（58）2167

　③登米公民館（登米町寺池目子待井３９１番地）

　緯 0220（52）2316

【問い合わせ】　仙台法務局登米支局

　緯 0220（5２）2070

「人権相談所」特別開設のお知ら「人権相談所」特別開設のお知らせせ

　
道
の
駅
米
山
の
特
設
会
場
で

　
月
１
日
、「
ち
び
っ
こ
相
撲

１１大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
俵
で
は
、
豆
力
士
た
ち
の

元
気
な
取
組
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
熱
気
の
こ
も
っ
た
勝
負
に
、

観
客
も
大
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。




